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後
漢
・
曹
魏
・
西
晋
・
北
魏
の
都
で
あ
っ
た
洛
陽

(

以
下
、
漢
魏
洛
陽
城)

と
、
隋
唐
の
都
で
あ
っ
た
洛
陽
と
は
、
位
置
が
異
な
る
と
い

う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
洛
陽
城
が
い
か
な
る
姿
を
示
し
て
い
た
か
は
、
案
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。『

水
経
注』

(

以
下
、『

注』)

巻
一
六
穀
水
篇
は
そ
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、『

注』

で
も
っ
て
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
叙
述
さ
れ
た
楊
衒
之

『

洛
陽
伽
藍
記』

(

以
下
、『

伽
藍
記』)

を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料
、
そ
し
て
近
年
の
漢
魏
洛

陽
城
の
発
掘
調
査
の
結
果
を
併
せ
て
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
本
書
訳
注
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
訳
注
は

『

注』

の
記

述
に
沿
っ
て
施
さ
れ
る
の
で
、
個
別
的
事
項
の
叙
述
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
ず
、
全
体
像
の
把
握
は
な
か
な
か
に
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
漢

魏
洛
陽
城
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
す
で
に

『

訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

で
概

要
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
、
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
漢
魏
洛
陽
城
の
姿
を
今
少
し
詳
細
に
示
し
た
い
。
発
掘
調
査
結
果
を
承
け

て
近
年
の
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
い
。
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
示
す
こ
と
を
目
標
と
し
、
紙
幅
の
関
係
で
、
特
に
必
要
と
考
え
る
場
合
を

三
九



除
い
て
、
根
拠
を
細
か
に
挙
げ
る
こ
と
は
避
け
る
。
そ
の
点
は
ご
了
解
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

一

漢
魏
洛
陽
城
の
前
身
は
西
周
初
に
遡
る
。
西
周
が
殷
を
滅
ぼ
す
と
洛
陽
の
地
に
二
つ
の
都
城
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
後
に

東
遷
し
た
周
王
の
居
城
と
な
る
も
の
で
、
通
常
王
城
と
称
さ
れ
る
。
の
ち
に
隋
唐
が
都
と
し
た
所
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
殷
の
民
を
遷
し

た
と
さ
れ
る
都
城

(

成
周
と
称
さ
れ
た)

が
築
か
れ
た
。
こ
れ
が
漢
魏
洛
陽
城
の
最
初
の
姿
で
あ
る
。｢

漢
魏
洛
陽
城
初
歩
勘
査｣

に
載
せ
る

平
面
実
測
図
に
基
づ
く
三
九
頁
の
図
１
の
、
Ⅰ
、
Ⅳ
、
Ⅷ
、
Ⅹ
の
城
門
を
結
ぶ
方
形
の
部
分
に
相
当
す
る
。

王
子
朝
の
乱
が
続
く
中
の
前
五
一
〇
年
、
晋
を
中
心
と
す
る
諸
侯
は
狄
泉

(�
泉)

の
地
に
会
し
、
成
周
築
城
を
行
っ
た
。
こ
の
築
城
は

拡
張
を
伴
い
、
図
１
の
方
形
部
分
の
北

(

甲
・
乙
を
除
く)

に
あ
た
る
地
域
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

中
国
を
統
一
し
た
秦
は
洛
陽
の
地
に
三
川
郡
を
置
く
と
と
も
に
、
文
信
侯
呂
不
韋
の
封
地
と
し
た
。
こ
の
時
再
度
成
周
城
を
拡
大
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
最
初
の
成
周
城
の
南
を
拡
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
漢
の
洛
陽
城
の
基
本
的
な
形
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

漢
帝
国
を
建
て
た
高
祖
劉
邦
は
当
初
洛
陽
を
都
と
す
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
結
局
長
安
を
都
と
し
、
洛
陽
に
は
秦
の
三
川
郡
を
改
め
た

河
南
郡
を
置
い
た
。
そ
れ
で
も
元
帝
の
時
に
は
儒
家
の
翼
奉
が
成
周
の
地
へ
の
遷
都
を
主
張
し
、
王
莽
の
時
代
に
は
洛
陽
を
長
安
と
並
ぶ

都
と
す
る
構
想
が
あ
っ
た
と
い
う
。

後
漢
の
光
武
帝
は
西
暦
二
五
年
に
建
国
す
る
と
洛
陽
を
都
と
定
め
、
南
郊
の
儀
礼
に
関
わ
る
施
設
の
建
築
を
行
い
、
ま
た
南
宮
の
整
備

水
経
注
疏
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穀
水
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を
行
っ
た
。
北
宮
の
整
備
は
明
帝
の
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。
南
北
宮
の
問
題
を
含
め
、
洛
陽
城
の
も
つ
姿
は
、
あ
ら
た
め
て
後
に
述
べ
よ

う
。一

九
〇
年
、
董
卓
は
献
帝
に
強
要
し
て
長
安
に
遷
都
す
る
と
、
命
じ
て
洛
陽
を
焼
か
せ
た
。
長
安
を
脱
出
し
た
献
帝
が
一
九
六
年
に
洛

陽
に
戻
っ
た
時
、｢

宮
室
は
焼
き
尽
さ
れ
、
百
官
は
荊
棘
を
披
き
、
牆
壁
の
間
に
依
る｣

(『

後
漢
書』

献
帝
紀)

と
い
う
惨
状
を
呈
し
て
お
り
、

庇
護
す
る
曹
操
は
献
帝
を
許
昌
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
二
〇
年
に
魏

(

曹
魏)

が
成
立
す
る
と
、
洛
陽
が
都
と
な
る
。
文
帝
の
時
に
は
主
と
し
て
漢
の
南
宮
の
部
分
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
明
帝
の
時
に
漢
の
北
宮
の
地
を
大
規
模
に
改
修
し
た
と
さ
れ
、
後
の
時
代
に
施
政
の
中
心
と
な
る
太
極
殿
も
初
め
て
造
ら
れ
る
。

こ
の
曹
魏
洛
陽
宮
の
形
状
が
基
本
的
に
魏
晋
南
北
朝
期
の
構
造
を
規
定
し
た
、
つ
ま
り
曹
魏
洛
陽
宮
が
西
晋
・
北
魏
に
継
承
さ
れ
た
と
す

る
見
方
が
現
在
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

｢
宮｣

＝
宮
城
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
、
宮
城
を
包
む
洛
陽
城
の
城
壁

(

以
下

｢

大
城｣

と
表
現)

は
ほ
ぼ
秦
時
代
か
ら
の
そ
れ
が
継
承
さ
れ
て
北
魏
に
至
る
の
で
あ
る
。

魏
帝
か
ら
の
禅
譲
に
よ
っ
て
成
立
し
た
西
晋
は
都
洛
陽
も
そ
の
ま
ま
に
継
承
し
た
。
し
か
し
、
三
一
一
年
に
匈
奴
族
の
建
て
た
漢

(

前
趙)

に
よ
っ
て
洛
陽
は
陥
落
し
、
捕
ら
わ
れ
た
懐
帝
は
一
年
半
後
に
殺
害
さ
れ
る

(

永
嘉
の
乱)

。
こ
の
事
件
と
そ
の
後
に
続
く
五
胡
十
六
国
の

争
乱
の
中
で
は
、
洛
陽
は
都
城
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

五
胡
十
六
国
の
分
裂
を
お
さ
め
、
四
三
九
年
に
華
北
を
統
一
し
た
北
魏
は
、
孝
文
帝
の
太
和
一
七

(

四
九
三)

年
に
洛
陽
遷
都
の
意
図
を

明
ら
か
に
し
て
洛
京
建
設
を
命
じ
、
翌
年
正
式
に
遷
都
す
る
。
も
っ
と
も
永
嘉
の
乱
後
二
〇
〇
年
近
く
を
経
た
洛
陽
の
建
設
は
簡
単
に
は

漢
・
魏
晋
・
北
魏
の
洛
陽
城

窪
添

四
一



進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、｢

畿
内
の
夫
五
万
人
を
発
し
京
師
に
三
百
二
十
三
坊
を
築｣

い
た
の
は
次
の
宣
武
帝
の
景
明
二

(

五
〇
一)

年
の

こ
と
で
あ
っ
た

(『

魏
書』

世
宗
紀)

。
北
魏
は
洛
陽
の
大
城
の
門
名
は
改
め
た
が
、
基
本
的
に
漢
魏
の
大
城
を
継
承
し
て
い
る
。

北
魏
末
の
内
乱
で
台
頭
し
た
高
歓
と
対
立
し
た
孝
武
帝
が
五
三
四
年
に
長
安
に
拠
る
宇
文
泰
の
も
と
に
奔
る
と
、
高
歓
は
孝
静
帝
を
擁

立
、
直
ち
に�ぎ
ょ
う

へ
の
遷
都
を
宣
言
さ
せ
、
四
〇
万
戸

(

口
？)

と
い
わ
れ
る
人
々
が
移
動
す
る
。
洛
陽
の
資
材
も�
に
遷
さ
れ
、
漢
魏
洛

陽
城
は
都
城
と
し
て
の
使
命
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
北
周
は
洛
陽
宮
の
再
建
を
試
み
て
お
り

(『

周
書』

宣
帝
紀)

、
そ
れ
は

北
魏
太
極
殿
の
調
査
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
未
完
成
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
隋
唐
の
洛
陽
城
は
旧
の
王
城
の
地
に
営
ま

れ
る
の
で
あ
る
。

二

上
述
の
よ
う
に
漢
の
洛
陽
城
の
大
城
は
魏
晋
・
北
魏
と
継
承
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
は
あ
る
。
門
の
位
置
と
門
名
で

あ
る
。
発
掘
調
査
に
基
づ
く
図
１
に
即
し
て
門
名
を
記
す
と
図
１
の
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
Ⅲ
は
北
魏
が
Ⅱ
の
位
置
を
北

に
移
し
た
も
の
で
、
Ⅴ
は
北
魏
が
新
た
に
開
い
た
門
で
あ
る
。
ま
た
Ⅳ
の�し
ょ
う

闔こ
う

門
は
北
魏
の
時
に
や
や
南
に
移
さ
れ
た
こ
と
が

『

注』

に

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
東
の
Ⅷ
の
建
春
門
と
正
対
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
東
西
の
正
対
と
い
う
点
で
は
Ⅰ
と
Ⅹ
も
そ
う
で
あ

る
ほ
か
、
Ⅲ
と
Ⅸ
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
魏
晋
ま
で
の
Ⅱ
は
Ⅸ
と
正
対
し
な
い
が
、
位
置
が
変
わ
っ
た
Ⅲ
は
Ⅸ
と
正
対
す
る
か
ら
で
あ
る
。

大
城
の
南
牆
部
分
は
洛
水
の
流
路
変
更
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
そ
の
城
門
址
は
確
認
で
き
な
い
が
、
文
献
に
よ
る
と
、
東
か
ら
漢
の
開
陽

水
経
注
疏
訳
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漢
・
魏
晋
・
北
魏
の
洛
陽
城

窪
添

四
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図１ 漢魏洛陽城平面実測図
中国科学院考古研究所洛陽工作隊 ｢漢魏洛陽城初歩勘査｣ (『故城研究』 所収) を元に作図

門名対照表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ

漢 広陽門 雍門 上西門 夏門 穀門 上東門 中東門 耗門

魏晋 広陽門 西明門 �闔門 大夏門 広莫門 建春門 東陽門 清明門

北魏 西明門 西陽門 �闔門 承明門 大夏門 広莫門 建春門 東陽門 青陽門



門

(

魏
晋
・
北
魏
も
同
じ)

、
漢
の
平
城
門

(

魏
晋
と
北
魏
は
平
昌
門)

、
漢
の
小
苑
門

(

魏
晋
と
北
魏
は
宣
陽
門)

、
漢
の
津
門

(

魏
晋
は
同
じ
、
北

魏
は
津
陽
門)
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
宣
陽
門
は
北
魏
で
は
旧
来
の
位
置
か
ら
西
に
移
さ
れ
て
い
る
。

大
城
の
大
き
さ
は
、
東
部

(

残
部)

が
三
八
九
五
メ
ー
ト
ル
、
西
部

(

残
部)

が
四
二
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
北
部
は
全
長
が
三
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
漢
代
の
尺
度
で
東
西
が
六
里
、
南
北
が
九
里
と
さ
れ
、
九
六
城
と
称
さ
れ
た
。

大
城
の
内
部
に
宮
城
が
あ
る
。
漢
の
宮
城
は
北
宮
と
南
宮
の
二
宮
制
で
あ
り
、
そ
の
間
を
複
道
が
結
ん
で
い
た
。
光
武
帝
は
洛
陽
に
定

都
し
た
時
に
は

(

恐
ら
く
保
存
が
よ
か
っ
た
か
ら
と
さ
れ
る
が)

南
宮
に
住
み
、
明
帝
が
北
宮
を
大
規
模
に
修
繕
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
二

宮
の
配
置
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
。
か
つ
て
は
王
仲
殊
氏
の
復
元
が
通
説
化
し
て
い
た
が
、
南
宮
の
南
壁
が
図
１
の
Ⅰ
―
Ⅹ
を
結

ぶ
路
よ
り
北
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
、
南
宮
を
大
城
南
城
壁
に
接
近
さ
せ
る
見
解
が
銭
国
祥
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

南
宮
の
正
殿
は
前
殿
と
の
み
史
料
に
み
え
、
北
宮
の
主
要
な
宮
殿
は
徳
陽
殿
と
崇
徳
殿
で
あ
っ
て
、
両
者
は
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
、
そ
の

間
隔
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
。
銭
国
祥
氏
は
東
の
崇
徳
殿
が
北
宮
の
宮
門
の
ひ
と
つ
で
あ
る
朱
雀
門
に
対
し
、
西
の
徳
陽
殿
が
大
城
の

小
苑
門
に
対
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
付
言
す
れ
ば
、
同
氏
は
南
宮
の
南
正
門
は
大
城
の
平
城
門
に
正
対
し
て
い
た
と
い
う
。

荒
廃
し
た
漢
の
洛
陽
城
を
再
建
し
た
魏
が
二
宮
制
を
維
持
し
た
か
、
そ
れ
と
も
一
宮
制
に
移
行
し
た
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
多
い
が
、

近
年
で
は
一
宮
制
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
。
上
述
の
銭
国
祥
氏
の
発
言
も
一
宮
制
に
立
っ
た
上
で
後
漢
北
宮
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
問
題
は
太
極
殿
と
そ
の
正
門
で
あ
る�
闔
門
の
問
題
や
、
都
城
に
お
け
る
中
軸
線
の
問
題
と
も
絡
む
の
で
、
の
ち
に
ま
と
め
て

取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

四
四



魏
の
時
に
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
が
あ
る
。
西
北
部
に
城
壁
で
区
画
さ
れ
た
一
角
、
金き
ん�よ
う

城
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
図
１
の
丙
と
さ

れ
る
部
分
で
あ
る
。
初
期
の
調
査
で
は
そ
の
北
に
も
連
続
し
て
乙
、
甲
の
城
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
曹
操
の�
の
三

台
に
倣
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
魏
晋
の
城
は
丙
の
み
で
、
甲
乙
は
北
魏
の
も
の
と
い
う
見
方
に
転
じ
た
。
近
年
で
は
甲
乙
は
隋

末
の
李
密
の
築
城
に
よ
る
も
の
と
い
う
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
北
魏
が
洛
陽
に
遷
都
し
た
段
階
で
は
洛
陽
宮
城
の
整
備
が
間
に
合
わ

ず
、
孝
文
帝
は
金�
城
に
居
た
と
記
録
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
丙
城
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

北
魏
の
場
合
は
図
１
に
み
る
よ
う
に
明
確
に
単
一
宮
城
で
あ
る
。
東
西
が
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
が
一
三
九
八
メ
ー
ト
ル
で
、
大
城

の
内
部
で
は
や
や
西
寄
り
、
か
つ
北
寄
り
の
位
置
に
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
中
央
を
Ⅳ�
闔
門
と
Ⅷ
建
春
門
を
結
ぶ
東
西
の
大
路
が
横
切
る
。
北

半
部
の
北
壁
は
Ⅴ
承
明
門
か
ら
東
に
延
び
る
大
路
に
接
し
て
お
り
、
南
半
部
は
Ⅲ
西
陽
門
と
Ⅸ
東
陽
門
を
結
ぶ
お
お
む
ね
海
抜
一
二
五
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
に
沿
う
と
い
う
大
路

(

い
わ
ゆ
る
横
街)
に
面
し
て
い
る
。
宮
城
の
中
心
で
あ
る
太
極
殿
は
図
１
の

｢

殿
址｣

と
記
さ
れ
て
い

る
箇
所
の
遺
址
が
そ
れ
で
あ
る
と
目
さ
れ
て
、
後
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
遺
址
の
下
か
ら
は
魏
晋
期
の
同
様
の
遺
跡
も
発
見
さ
れ
た
。｢

殿

址｣

の
南
に
は
二
つ
の
闕
を
伴
っ
た
巨
大
な
門
址
が
発
見
さ
れ
て
、
北
魏
宮
城
の
正
門�
闔
門
と
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
に
は
魏

晋
期
の
門
の
遺
構
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
北
魏
の
宮
城
の
南
壁
に
は

(

魏
晋
期
に
東
側
に
あ
っ
た
司
馬
門
が
塞
が
れ
て)�
闔
門
以
外
の
門
は

開
か
れ
て
お
ら
ず
、
東
壁
に
は
北
か
ら
東
華
、
雲
龍
、
東
掖
門
、
北
壁
は
乾
明
門
、
西
壁
は
北
か
ら
千
秋
、
神
虎
、
通
、
西
掖
門
が
あ
っ

た
。北

魏
宮
城
の
正
門
で
あ
る�
闔
門
の
南
に
は
、
大
城
の
宣
陽
門
ま
で
真
っ
直
ぐ
に
銅
駝
街
が
延
び
、
そ
の
左
右
に
は
外
朝
に
属
す
る
主

漢
・
魏
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・
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要
な
官
庁
群
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
な
お
魏
晋
期
に
も�
闔
門
か
ら
南
に
延
び
る
銅
駝
街
が
存
在
し
て
い
る
。

魏
晋
の
宮
城
が
一
宮
制
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
城
の
Ⅳ�
闔
門
と
Ⅷ
建
春
門
を
結
ぶ
線
で
区
画
さ
れ
る
北
宮
と
南
宮
の
区
別
が
あ
り
、

太
極
殿
が
南
に
属
す
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
宮
は
政
治
的
空
間
、
北
宮
は
生
活
を
中
心
と
す
る
空
間
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

北
魏
の
場
合
も
、
大
城
の�
闔
門
に
対
す
る
宮
門
千
秋
門

(

図
２
参
照)

を
入
っ
た
道
の
北
に
西
遊
園
が
あ
っ
て
、
園
中
に
は
霊
芝
台
が
あ

り
、
宣
光
殿
や
嘉
福
殿
、
九
竜
殿
な
ど
と
飛
閣
で
繋
が
り
、
皇
帝
は
こ
の
台
で
暑
さ
を
避
け
た
、
な
ど
と
い
う

『

伽
藍
記』

(

巻
一
瑶
光
寺)

の
記
載
は
、
北
魏
の
宮
城
北
半
部
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。

宮
城
の
北
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
漢
の
場
合
に
つ
い
て
は
北
宮
と
大
城
の
間
を
狭
く
復
元
す
る
研
究
者
が
多
い
。
魏
晋
の
場

合
は
宮
城
の
北
、
大
城
の
南
に
華
林
園

(

魏
の
明
帝
の
時
に
は
芳
林
園
、
斉
王
芳
の
時
改
名)

が
あ
っ
た
。
北
魏
も
同
じ
場
所
に
華
林
園
を
設
け
、

北
魏
以
前
の
時
期
と
重
な
る
池
や
建
造
物
の
名
が
確
認
で
き
る
。

大
城
の
外
部
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
漢
・
魏
晋
に
は
明
確
に
外
郭
の
存
在
を
示
す
文
献
は
な
く
、
ま
た
考
古
学
的
な
証
明
も
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
送
迎
の
場
と
し
て
東
の
七
里
橋
、
西
の
張
分
橋
が
、
大
城
を
挟
ん
で
ほ
ぼ
対
称
の
位
置
に
あ
り
、
郭
が
あ
っ
た
可
能
性
を

示
唆
す
る
。
北
魏
は
宣
武
帝
の
時
に
東
西
二
〇
里
、
南
北
一
五
里
の
規
模
の
外
郭
の
建
設
を
行
い
、
そ
の
東
郭
と
西
郭
の
遺
址
の
一
部
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
東
西
の
距
離
は
最
長
部
で
四
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

(
西
郭
は
南
に
行
く
に
つ
れ
て
東
側
に
寄
る)

。
北
郭
の
一
部
も
発
見
さ
れ

て
い
る
が
、
洛
水
の
河
道
変
更
に
よ
り
、
南
北
の
距
離
は
明
ら
か
で
な
い
。
大
城
の
宣
陽
門
の
南
に
銅
駝
街
に
繋
が
る
街
路
が
洛
水
に
か

か
る
永
橋
を
越
え
て
円
丘
に
至
る
ま
で
に
真
っ
直
ぐ
に
延
び
、
そ
の
間
に
は
洛
水
の
北
、
街
路
の
東
に
霊
台
、
明
堂
、
辟
雍
、
太
学
の
礼

水
経
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制
建
築
が
置
か
れ
、
ま
た
洛
水
を
南
に
越
え
た
こ
の
街
路
の
東
西
に
は
四
夷
館
、
四
夷
里
と
い
う
東
西
南
北
の
地
か
ら
北
魏
に
帰
し
た
人
々

や
使
節
を
居
住
さ
せ
る
区
画
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
な
お
礼
制
建
築
は
漢
魏
晋
期
も
同
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

三

魏
晋
の
宮
城
は
一
宮
制
か
二
宮
制
か
に
つ
い
て
と
い
う
議
論
に
関
わ
る
最
も
重
要
な
史
料
は
、

(

イ)
『

魏
志』

文
帝
紀
黄
初
元
年
条
の
裴
松
之
注�
明
帝
の
時
に
至
り
、
始
め
て
漢
の
南
宮
崇
徳
殿
の
処
に
於
い
て
太
極
・
昭
陽
の

諸
殿
を
起
こ
す
。

(

ロ)
『

穀
水
注』�
魏
の
明
帝
、
上
は
太
極
を
洛
陽
南
宮
に
法
り
、
太
極
殿
を
漢
の
崇
徳
殿
の
故
処
に
起
こ
し
、
雉
門
を
改
め
て�

闔
門
と
為
す
。

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
帝
の
太
極
殿
が
漢
の
南
宮
に
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
二
宮
説
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
場
合
一
宮

制
は
北
魏
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
二
宮
と
す
る
と
他
の
史
料
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
か
ら
一
宮
説
が
唱
え
ら
れ
、
漢
の

北
宮
の
北
半
分
が
北
宮
、
南
半
分
が
南
宮
と
称
さ
れ
、
そ
の
一
宮
の
地
に
北
魏
の
宮
城
が
営
ま
れ
た
と
す
る
。
北
魏
の
太
極
殿
と�
闔
門

が
魏
晋
の
そ
れ
ら
の
址
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
先
述
の
よ
う
に
宮
城
が
南
北
で
性
格
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
も
、

そ
の
考
え
方
を
支
持
し
よ
う
。

た
だ
し
、
東
晋
末
に
洛
陽
を
実
見
し
た
裴
松
之
や
、
北
魏
の
人
で
あ
る�
道
元
の
記
述
の
重
み
は
無
視
し
が
た
い
。
故
に
一
宮
説
の
立

漢
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場
か
ら
は
、
漢
の
崇
徳
殿
は
北
宮
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

(

村
元
健
一
氏)

、
ま
た

(

イ)

に
つ
い
て
は
洛
陽
や
中
原
の
地
を
実
見
し

た
東
晋
や
南
朝
の
人
々
の
記
述
が
必
ず
し
も
信
頼
で
き
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ

(

田
中
一
輝
氏)

、(

ロ)

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
続
く

『

穀

水
注』

の

｢

南
宮
す
で
に
建
ち
、(

魏)

明
帝
、
侍
中
京
兆
の
韋
誕
を
し
て
古
篆
を
以
て
こ
れ
に
書
せ
し
む｣

と
い
う
記
事
は
魏
の
南
宮
を

指
す
か
ら
、(

ロ)

の
南
宮
も
魏
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る

(

向
井
佑
介
氏)

。

現
在
は
二
宮
説
を
強
く
唱
え
た
佐
川
英
治
氏
も
一
宮
説
の
優
位
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
状
は
そ
う
で
あ
る
が
、
魏
晋
の
太

極
殿
や�
闔
門
の
下
に
は
漢
代
の
建
築
物
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
一
宮
説
で
決
ま
り
と
ま
で
は
ま
だ
い
い
き
れ
な
い
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
隋
唐
長
安
城
は
承
天
門
―
朱
雀
門
―
明
徳
門
と
い
う
中
軸
線
の
左
右
に
き
れ
い
な
対
称
形
を
画
く
平
面
プ
ラ
ン
を
も
つ
。
北

魏
洛
陽
城
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
図
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
太
極
殿
―�
闔
門
―
銅
駝
街
の
ラ
イ
ン
は
宮
城
の
中
央
で
は
な
く
、
西
に

寄
っ
て
い
る
。
ま
た
通
説
的
位
置
を
占
め
て
き
た
宿
白
氏
の
外
郭
を
含
め
た
洛
陽
の
復
元
図
は
、
東
西
六
里
の
大
城
の
東
と
西
そ
れ
ぞ
れ

七
里
の
と
こ
ろ
に
東
郭
と
西
郭
を
設
け
て
い
る
。
六
里
の
宮
城
を
併
せ
る
と
外
郭
の
東
西
幅
は
二
〇
里
と
な
り
、『

伽
藍
記』

の
伝
え
る
数

字
と
一
致
す
る
が
、
太
極
殿
か
ら
南
に
向
か
う
ラ
イ
ン
は
郭
城
全
体
で
も
中
央
西
寄
り
と
い
う
問
題
は
解
消
し
な
い
。
後
に
調
査
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
外
郭
の
遺
址
は
宿
白
説
よ
り
東
西
に
さ
ら
に
遠
い
。
こ
の
新
た
に
確
認
さ
れ
た
地
点
を
も
と
に
佐
川
英
治
氏
は
、
太
極
殿
―

�
闔
門
―
宣
陽
門
―
円
丘
と
い
う
中
軸
線
の
東
と
西
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
里

(

北
魏
尺
に
よ
る)

の
と
こ
ろ
に
外
郭
が
設
け
ら
れ
た
、
つ
ま
り

宮
城
の
内
部
で
は
必
ず
し
も
中
軸
線
で
は
な
い
ラ
イ
ン
が
、
外
郭
を
含
め
た
洛
陽
城
全
体
で
は
左
右
対
称
の
中
軸
線
と
な
る
と
い
う
説
を

提
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
魏
の
こ
の
構
想
の
出
発
点
は
魏
の
明
帝
の
太
極
殿
建
設
に
あ
っ
た
が
、
魏
で
は
太
極
殿
―
銅
駝
街
と
い
う

水
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ラ
イ
ン
の
ほ
か
に
、
宮
城
の
司
馬
門
―
大
城
の
宣
陽
門
と
い
う
ラ
イ
ン
も
軸
線
と
し
て
機
能
し
て
い
て
、
北
魏
は
宣
陽
門
を
西
に
移
し
て

太
極
殿
の
ラ
イ
ン
に
繋
げ
、
一
本
化
し
た
、
と
い
う
。

外
郭
の
調
査
に
つ
い
て
は
疑
問
の
声
も
あ
る
よ
う
で
あ
り

(『

千
年
帝
都』)

、
円
丘
の
位
置
も
未
確
認
で
あ
る
。
坊
の
建
設
で
は
漢
尺
を

用
い
た
の
に
、
外
郭
の
建
設
に
北
魏
尺
を
用
い
た
の
は
何
故
か
、
な
ど
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
都
城
と
南
郊
あ
る
い
は
円
丘
の
関
わ
り

と
い
う
観
点
か
ら
の
都
城
の
変
遷
研
究
は
、
少
な
か
ら
ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
佐
川
氏
を
は
じ
め
近
年
の
都
城
研
究
は
南
郊
に
お
け
る
儀
礼
を
重
視
す
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
る
が
、
漢
の
長
安
城
は
宮
殿
な
ど

の
配
置
が

｢

坐
西
朝
東｣

つ
ま
り
西
側
が
優
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
漢
洛
陽
城
で
は

｢

坐
北
朝
南｣

、
北
側
優
位
へ
の
転
換
が
行
わ
れ

た
と
い
う
楊
寛
氏
の
所
説
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

四

漢
魏
洛
陽
城
は
水
流
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
南
に
洛
水
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
南
に
は
伊
水
が
北
東
に
流
れ
る
が
、
北
魏
の
円
丘
は
伊
水

の
北
に
築
か
れ
た
。
大
城
周
辺
お
よ
び
内
部
の
穀
水
に
関
わ
る
記
述
の
理
解
の
た
め
に
、
図
１
を
も
と
に
、
失
わ
れ
て
い
る
大
城
南
墻
部

分
を
補
い
、
Ⅰ
〜
Ⅹ
を
北
魏
の
門
名
に
改
め
る
な
ど
の
措
置
を
行
っ
て
図
２
を
作
成
し
た
。
細
い
実
線
が
河
渠
を
示
す
。
大
城
の
周
辺
は

図
１
の
依
拠
し
た

｢

漢
魏
洛
陽
城
平
面
実
測
図｣

の
河
渠
の
線
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
が
、
一
部
は
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
漢
唐

漕
運
水
系
考
古
調
査｣

所
掲
の
図
二
を
参
照
し
、
城
内
部
分
は

『

注』

の
記
事
に
基
づ
い
た
推
定
線
で
あ
る
。
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西
か
ら
流
れ
て
き
た
穀
水
は
、
聚
落
の
存
在
や
河
道
未
発
見
の
故
も
あ
っ
て
、
河
道
は
必
ず
し
も
正
確
に
は
た
ど
れ
な
い
が
、
①
で
三

つ
の
流
れ
に
分
か
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は

(

図
１
の)

甲
乙
城
側
を
北
に
向
か
い
、
②
で
東
に
曲
が
り
、
③
で
大
城
の
北
城
壁
に
沿
う
よ
う

に
な
っ
て
東
に
流
れ
、
大
城
の
東
北
角
で
南
に
曲
が
り
、
建
春
門
の
外
で
曲
が
っ
て
張
り
出
し
部
に
沿
っ
て
東
に
向
か
う
。
こ
の
流
れ
を

『

注』

は
穀
水
と
表
現
す
る
。
①
で
北
へ
流
れ
る
穀
水
と
分
か
れ
た
流
れ
は
大
城
西
墻
に
沿
っ
て
南
に
向
か
い
、
大
城
の
西
南
角
で
東
に
曲

が
り
、
そ
の
ま
ま
南
牆
に
沿
っ
て
流
れ
て
大
城
東
南
角
に
至
る
。
こ
こ
ま
で
の
流
れ
も

『

注』

は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
穀
水
と
表
現
す
る
が
、

た
だ
一
箇
所
⑥
で
枝
分
か
れ
す
る
水
を
説
き
起
こ
す
に
際
し
て
陽
渠
水
と
記
す
。
東
南
角
⑫
で
枝
分
か
れ
し
た
穀
水
は
北
に
流
れ
て
建
春

門
の
東
⑮
で
、
先
述
の
南
流
し
て
き
て
張
り
出
し
部
に
沿
っ
て
流
れ
る
穀
水
と
合
流
し
、
と
も
に
東
の
方
角
に
流
れ
る
。
こ
の
流
れ
を

(

ａ)

と
し
よ
う
。
こ
の
合
流
に
つ
い
て
、『
注』

は

｢(

南
流
す
る
穀
水
は)

楽
里
道
よ
り
屈ま
が

っ
て
東
し
、
陽
渠
に
出
づ｣

と
記
述
し
て
お
り
、

北
流
し
て
き
た
穀
水
は

｢

陽
渠｣

と
称
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
⑫
で
枝
分
か
れ
し
て
北
流
す
る
穀
水
に
つ
い
て
は
、
大
城
南
北
の
標
高
の

差
か
ら
北
流
は
考
え
に
く
い
と
す
る
説
も
あ
る

(

塩
沢
裕
仁
氏)

。

⑫
で
北
流
す
る
水
と
分
か
れ
た
穀
水

(

ｂ)

は
、『

注』
に
よ
れ
ば
東
に
流
れ
て
阮
曲
や
鴻
池
陂
を
経
た
あ
と
、
七
里
澗
を
経
て
き
た

(

ａ)

と
合
流
し
、
洛
水
に
流
れ
込
む
。
合
流
し
た
後
の
水
に
つ
い
て
も
、『

注』

は
穀
水
と
も
い
い
、
陽
渠
水
と
も
い
う
。
楊
守
敬
疏
は

穀
水
と
い
い
、
陽
渠
と
い
う
の
を
一
水
二
名
の
事
例
と
解
し
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
、『

注』

は
穀
水
は
枝
分
か
れ
し
た
流
れ

(

渠
と
称
し
て
い
る)
を
、
細
か
に
記
す
。
ま
ず
、
①
で
分
か
れ
て
東
に
流
れ
る
渠

が
あ
る
。
こ
の
渠
は
や
が
て
東
南
に
転
じ
大
夏
門
の
あ
た
り
で
大
城
内
に
入
り
、
次
い
で
華
林
園
に
入
る
。
そ
し
て
同
園
内
の
、
④
天
淵
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池
を
経
て
園
の
東
に
出
る
と
、
⑤�
泉
に
注
ぐ
。(

一)

で
述
べ
た�
泉

(

狄
泉)

の
後
身
で
あ
ろ
う
。�
泉
に
入
っ
た
水
が
ど
う
な
る
か

に
つ
い
て
は

『
注』

は
語
ら
な
い
。

次
に
大
城
西
牆
に
沿
っ
て
南
流
す
る
穀
水
か
ら
、
⑥
の
地
点
で
分
岐
し
て
東
に
流
れ
、
⑦
千
秋
門
か
ら
宮
城
北
半
部
に
入
る
渠
が
あ
り
、

⑧
霊
芝
・
九
龍
池
に
注
ぐ
。
同
池
か
ら
の
先
に
つ
い
て
は
や
は
り
叙
述
が
な
い
。
こ
の
渠
に
は
⑦
の
地
点
で
分
岐
し
て
南
流
す
る
枝
渠
が

あ
り
、
こ
の
枝
渠
は
宮
城
の
西
南
部
で
東
に
曲
が
り
、
宮
城
の
南
牆
の
傍
ら
の
路
、
つ
ま
り
西
陽
門
と
東
陽
門
を
結
ぶ
大
路
に
沿
っ
て
東

に
流
れ
、
⑭
の
地
点
で
北
流
す
る
穀
水

(『

注』

文
は

｢

陽
渠｣)

に
注
ぐ
。
こ
の
途
中
、
⑩�
闔
門
か
ら
南
に
延
び
る
銅
駝
街
の
左
右
を
流

れ
る
渠
が
分
枝
し
、
両
渠
は
と
も
に
南
流
し
て
次
に
述
べ
る
⑪
か
ら
東
流
す
る
渠
に
注
ぎ
こ
む
。
⑥
か
ら
さ
ら
に
南
流
す
る
穀
水
は
、
⑪

西
明
門
の
地
点
で
も
分
岐
し
、
こ
の
渠
は
太
社
・
太
廟
の
南
を
経
て
、
⑬
青
陽
門
外
で
穀
水

(『

注』

は
陽
渠
と
表
現)

に
注
ぐ
。
上
述
の

｢

陽
渠
水｣

の
事
例
を
併
せ
る
と
、
護
城
河
の
機
能
を
も
つ
穀
水
は
陽
渠
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、『

注』

は

特
に
東
南
角
か
ら
北
流
す
る
部
分
を
陽
渠
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ち
な
み
に
大
城
北
側
を
流
れ
、
屈
曲
し
て
建
春
門
外
に
至

る
ま
で
の
穀
水
を
陽
渠
と
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
⑨
宮
城
の
西
南
角
付
近
で
、
調
査
に
よ
り
該
当
す
る
水
路
の
址
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
穀
水
と
そ
の
枝
渠
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
そ
の
近
く
に
位
置
す
る
地
に
関
わ
る
建
造
物
や
歴
史
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

『

注』

は
叙
述
す
る
。
楊
守
敬
の

『

水
経
注
図』

は
、
彼
の
理
解
す
る

『

注』

の
叙
述
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、『

注』

を
読
み
進
め
る

上
で
大
い
に
参
考
と
な
る
が
、
図
１
で
知
り
う
る
北
魏
都
城
の
形
状
と
は
異
な
る
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
周
祖
謨

｢

北
魏
洛
陽
伽
藍
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図｣
は
、『
伽
藍
記』

に
基
づ
く
一
方
、『

注』

の
穀
水
と
そ
の
支
渠
お
よ
び
関
連
事
項
を
書
き
入
れ
て
い
る
が
、『

水
経
注
図』

と
同
様
の

問
題
が
あ
り
、
ま
た

(

ｂ)

の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。

五

北
魏
は
郭
城
内
を
一
里
四
方
の
大
き
さ
を
も
つ
坊
で
区
画
し
た
。『

魏
書』

世
宗
紀
に
よ
れ
ば
三
二
三
坊
だ
っ
た
と
い
う

(『

北
史』

巻
一

六
広
陽
王
嘉
伝
に
は
三
二
〇
坊
と
あ
り
、
最
後
の

｢

三｣

は
衍
字
と
の
指
摘
も
あ
る)

。
他
方

『

伽
藍
記』

に
は
二
二
〇
里

(

坊)

と
あ
る
。
東
西
二

〇
里
、
南
北
一
五
里
で
あ
れ
ば
一
里
四
方
の
区
画
は
三
〇
〇
で
き
る
わ
け
で
、
そ
れ
に
南
へ
の
張
り
出
し
部
を
加
え
れ
ば
三
二
〇
と
な
り
、

宮
城
内
な
ど
坊
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
所
を
除
け
ば
実
質
二
二
〇
坊
と
い
う
理
解

(

宿
白
氏)

が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
内
城
・
郭

城

(

二
二
〇
坊)

以
外
の
坊
里
を
含
む
と
い
う
考
え
も
あ
る

(

張
金
竜
氏)

。
坊

(

里)

は
牆
で
囲
ま
れ
て
い
て
四
つ
の
門
が
開
か
れ
、
門
に

は
里
正
、
吏
、
門
士
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

文
献
に
残
る
坊

(

里)

の
名
称
は
多
く
な
い
。
知
ら
れ
る
魏
晋
の
里
名
は
ご
く
限
ら
れ
る
。
北
魏
の
場
合
は

『

伽
藍
記』

で
、
そ
の
お
お

ま
か
な
位
置
を
含
め
て
四
一
の
里
名
を
知
り
う
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
限
定
的
で
あ
る
。
郷
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
北
魏
の
場

合
、
遷
都
後
急
速
に
普
及
し
た
墓
誌
の
作
成
に
よ
り
、
多
数
の
里
名
お
よ
び
一
部
の
郷
名
を
補
い
う
る
。
墓
誌
は
、
本
貫
、
死
去
し
た
場

所
、
葬
っ
た
場
所
を
多
く
の
場
合
記
載
す
る
か
ら
で
あ
る
。
張
金
竜
氏
は
こ
れ
に
よ
っ
て
補
っ
て
、『

伽
藍
記』

と
併
せ
て
里
名
は
九
二
に

及
ん
だ
が
、
そ
の
後
に
続
く
墓
誌
の
増
加
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
知
り
う
る
里
名
は
多
く
な
っ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
二
三
例
を
追
加
す
る
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こ
と
が
で
き
る
。

少
し
細
か
す
ぎ
る
が
、
北
魏
の
郷
名
と
里
名
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
遷
都
後
の
洛
陽
に
は
河
南
郡
の
治
所
が
置
か
れ
た
が
、
河
南
郡

に
属
す
る
多
数
の
県
の
中
に
、
洛
陽
、
河
陰
県
が
あ
っ
た
。
墓
誌
に
頻
出
す
る
の
は
こ
の
両
県
で
あ
る
。
洛
陽
県
の
治
所
に
つ
い
て
は

『

伽
藍
記』

巻
二
城
東
・
景
興
尼
寺
条
に

｢(

綏
民)

里
内
に
洛
陽
県
あ
り｣

と
あ
る
。
河
陰
県
治
の
所
在
地
は

『

注』

が
西
明
門
外
つ
ま
り

大
城
西
牆
の
西
側
に
あ
っ
た
と
す
る
皇
女
台
の
傍
ら
に
あ
っ
た
ら
し
い

(

角
山
典
幸
氏)

。

洛
陽
県
で
名
称
が
わ
か
る
郷
は
一
〇
郷
。
ま
ず
大
城
内
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
都
郷
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
属
す
る
里
名
は
多
く
、
一
二

あ
る
。
次
に
所
在
が
判
明
す
る
の
は
金�
城
内
の
粛
民
郷
で
あ
る
が
、
判
明
す
る
所
属
の
里
は
徳
宮
里
の
み
。
他
の
七
郷
も
属
す
る
里
名

が
一
つ
ず
つ
し
か
知
ら
れ
ず
、
里
名
が
記
さ
れ
な
い
一
郷
も
あ
る
。

河
陰
県
に
属
す
る
郷
・
里
の
出
現
数
は
洛
陽
県
に
較
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
。
都
郷
に
し
て
も
里
名
は
ひ
と
つ
し
か
知
ら
れ
ず
、
ほ
か

に
郷
名
が
判
明
す
る
の
は
三
郷
の
み
。
こ
の
う
ち
河
陰
県
西
原
郷
斜し
ゃ��ぎゅう
里

(

唐
耀
墓
誌)

と
明
示
さ
れ
る
の
は
葬
地
で
あ
り
、
馬
溝
村
と

い
う
墓
誌
出
土
地
か
ら
判
断
す
る
と
、
漢
魏
洛
陽
城
西
北
、�て
ん

水す
い

の
東
に
あ
た
る
。�
水
の
両
側
と
く
に
東
側
は
北
魏
の
宗
室
や
官
僚
の

墓
葬
の
地
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
葬
地
で
あ
る
中
郷
穀
城
里

(

趙
郡
王
妃
馮
会
墓
誌)

、�
水
の
西
側
に
あ
る
孝
文
帝
陵
の
西
北
と
記
さ
れ
る
西

郷�
源
里

(

元
暉
墓
誌)

を
も
含
め
て
、
河
陰
県
は
こ
こ
ま
で
を
範
囲
に
含
ん
で
い
た
。
も
ち
ろ
ん
張
分
溝
が
境
と
み
な
さ
れ
る
洛
陽
城
西

郭
の
か
な
り
西
で
あ
る
。
一
方
、
石
育
夫
妻
が
死
去
し
た
河
陰
延え
ん

沽こ

里
は

『
伽
藍
記』

巻
四
で
大
市
に
あ
る
と
記
さ
れ
る
延�古
里
に
同
じ

で
あ
り
、
同
じ
く
大
市
の
北
に
あ
る
奉
終
里
と
同
名
の
里
で
死
去
し
た
斛
斯
謙
も
河
陰
県
と
明
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
大
市
の
一
帯
は
河
陰
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県
に
属
し
て
い
た
。
河
陰
県
治
の
位
置
を
併
せ
考
え
る
と
河
陰
県
の
東
側
は
大
城
西
牆
近
く
ま
で
を
含
ん
で
い
た
。｢

皇
宗

(

宗
室
の
人
々)｣

が
住
み
王
子
坊
と
俗
称
さ
れ
た
寿
丘
里
は
河
陰
県
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
河
陰
県
と
記
さ
れ
る
里
名
が

｢

洛
陽
某
人｣

｢

洛
陽
某
第｣

な
ど
の

｢

某｣

に
あ
た
る
里
名
と
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

郷
名
が
異
な
る
同
名
の
里
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
河
陰
県
が
洛
陽
郭
内
を
含
む
と
す
れ
ば
、
河
陰
に
換
え
て
洛
陽
と
表
記
し
た

と
い
う
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
墓
誌
に
最
も
多
い

｢

洛
陽
某
里
人｣

｢

洛
陽
某
里
第｣

と
い

う
表
記
が
必
ず
洛
陽
県
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

参
考
文
献

(

本
稿
の
叙
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〇
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献
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。
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史
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〇
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濤
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竜

｢

北
魏
洛
陽
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坊
制
度
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(『

北
魏
政
治
与
制
度
論
稿』

甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
、
所
収)

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
漢
唐
漕
運
水
系
考
古
調
査｣

(『

洛
陽
考
古』

二
〇
一
六
―
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中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故
城
隊

｢

河
南
洛
陽
市
漢
魏
故
城
太
極
殿
遺
址
的
発
掘｣

(『

考
古』

二
〇
一
六
―
七)

塩
沢
裕
仁

『

千
年
帝
都
洛
陽

そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境』

雄
山
閣
、
二
〇
〇
九

同

『

後
漢
魏
晋
南
北
朝
都
城
境
域
研
究』

雄
山
閣
、
二
〇
一
三

渡
辺
将
智

『

後
漢
政
治
制
度
の
研
究』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四

村
元
健
一

『

漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
六

佐
川
英
治

『

中
国
古
代
都
城
の
設
計
と
思
想

円
丘
祭
祀
の
歴
史
的
展
開』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六

田
中
一
輝

『

西
晋
時
代
の
都
城
と
政
治』

朋
友
書
店
、
二
〇
一
七

角
山
典
幸

｢

北
魏
洛
陽
城
研
究
の
一
視
角
―
河
陰
県
治
の
位
置
を
中
心
と
し
て｣

(

中
央
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
編

『

池
田
雄
一
教
授
古
稀
記
念

ア
ジ
ア
史
論
叢』

白
東
史
学
会
、
二
〇
〇
八)

外
村
中

｢

魏
晋
洛
陽
都
城
制
度
攷｣

(『

人
文
学
報』

九
九
、
二
〇
一
〇)

向
井
佑
介

｢

曹
魏
洛
陽
の
宮
城
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論｣

(
『

史
林』

九
五
―
一
、
二
〇
一
二)

塩
沢
裕
仁

｢

漢
魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣

(『

東
洋
史
研
究』

七
一
―
二
、
二
〇
一
二)

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

五
六
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